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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
我
が
国
の
当
面
す
る
課
題
を
踏
ま
え
た
新
た
な
北
海
道
開
発
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
七
期
に
わ
た
る
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
き
積
極
的
に
北
海
道
開
発
を
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
今
日
の
北
海
道
は
、
人
口
約
五
百
五
十
万
人
、
道
内
総
生
産
約
二
十
兆
円
と
い
う
規
模

の
地
域
経
済
社
会
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
我
が
国
に
お
け
る
食
料
供
給
の
拠
点
や
主
要
な
観
光
・
保
養
地
域
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

一
方
で
、
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
、
他
地
域
よ
り
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

地
域
の
存
立
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
産
業
を
失
っ
た
産
炭
地
域
等
に
お
け
る
新
た
な
地
域
づ
く
り
等
の
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
七
月
四
日
に
閣
議
決
定
し
た
現
行
の
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
「
北
海
道

は
、
新
た
な
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
、
豊
か
な
経
済
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
先
駆
的
・
実
験

一



的
な
取
組
に
挑
戦
し
て
い
く
」
こ
と
に
北
海
道
開
発
の
新
た
な
意
義
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
今
後
の
北
海
道
開
発
の
戦
略
的

目
標
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に
輝
く
北
の
拠
点
〜
開
か
れ
た
競
争
力
あ
る
北
海
道
の
実
現
」
、
「
森
と
水
の
豊
か
な
北
の
大
地
〜

持
続
可
能
で
美
し
い
北
海
道
の
実
現
」
及
び
「
地
域
力
あ
る
北
の
広
域
分
散
型
社
会
〜
多
様
で
個
性
あ
る
地
域
か
ら
成
る
北

海
道
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
北
海
道
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


